
第２回 横浜市磯子スポーツセンター指定管理者選定委員会会議録 

日 時 令和３年８月26日（木）14時00分～16時00分 

開 催 場 所 磯子区役所６階601会議室 

出 席 者 伊藤委員（横浜国立大学教育学部教授） 

岩永委員（東京地方税理士会横浜南支部税理士） 

蟹澤委員（磯子区保健活動推進員会会長） 

須田委員（杉田地区連合町内会会長） 

欠 席 者 後藤委員（磯子区スポーツ推進委員連絡協議会前会長） 

開 催 形 態 一部非公開（傍聴者３名） 

議 題 １ 面接審査 

２ 審査・選定 

決 定 事 項 １ 第２回委員会の一部非公開の確認について 

  第１回委員会で決定したとおり、議題１の面接審査（プレゼンテーション及び

質疑応答）は公開とし、議題２の審査・選定は非公開とする。 

２ 指定候補者について 

  応募書類審査及び面接審査の結果、次の団体を指定候補者として磯子区長に報

告する。 

・指定候補者 

  公益財団法人横浜市スポーツ協会 

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の公開・非公開について、第１回委員会で決定したとおり、面接審査を公開

とし、その後の審査・選定は非公開とすることを確認した。 

事務局から、応募は１団体で、応募者資格の欠格事項に該当しないことについて

報告した。 

 

１ 面接審査 

応募団体のプレゼンテーション 10分間、質疑応答 20分間程度で実施。 

 (1) 応募団体によるプレゼンテーション 

   事業計画等について説明があった。 

 (2) 質疑応答 

（委 員）新型コロナウイルスの影響により、昨年度は収益率が良くなかった。今

後もこの影響は継続するかもしれないが、事業体制をどのように継続し

ていくのか。 

（団 体）動画配信教室の実施、地域への派遣事業の実施により収入を確保してい

きたい。 

（委 員）ヘルスプロモーション事業は個人を対象としているのか。 

（団 体）アウトリーチの場合は自治会、施設等を単位として実施している。施設

では個人を対象として実施している。 

（委 員）医療と連携とあるが、具体的にはどのようなものか。 

（団 体）横浜市大病院に心臓リハビリにくる方を対象に施設でも実施する。 

（委 員）avexダンスプログラムなど、若い人に向けた事業を考えているように思



 

 

 

 

 

 

 

 

 

うが、どのようなコンセプトがあるのか。 

（団 体）働き世代をターゲットに、有名なダンスの先生に来ていただき、ストレ

ス解消と体力向上ができるプログラムを実施していく。 

（委 員）地域に向けたイベントも実施しているが、まだ地域で認知されていない

部分があるので、宣伝が必要ではないか。 

（団 体）事前の周知を地域に向けて積極的に実施していきたい。 

（委 員）磯子区の地域としての特性をどのようにとらえ、どのように考えている

か。 

（団 体）磯子区は 15 歳未満の人口が 20％を下回っており、高齢化が進んでいる

地域。そのような中で、これから磯子区を担っていく世代も大切だと考

え、働き世代をターゲットにした事業を実施していきたい。 

（委 員）これまであまり参加が多くない世代ということか。 

（団 体）トレーニング室の利用はあるが、教室参加が少ない。体をメンテナンス

する教室やダンス教室などに参加してもらいたい。 

（委 員）高齢者向けにはどのような教室があるか。 

（団 体）ロコモティブシンドローム予防のためのプログラムなどを充実してい

る。 

（委 員）地域としては高齢者が多いが、強化プログラムを見ると若い人を対象と

したものが多いように思える。 

（団 体）高齢世代を対象としたものと若い世代を対象としたものを半々くらいに

組んでいる。地域に伺う事業については、対象は年配の人が多い。施設

まで来るのがたいへんだという方が多い。 

（委 員）市内中小企業を活用する取組を実施しているとあるが、具体的にはどの

ようなものか。 

（団 体）施設の維持管理等でどうしても市外業者ではないと発注できないものを

除き、横浜市の一般競争入札有資格者名簿に掲載されている市内の業者

に発注を行っている。 

 

２ 審査・選定 

【応募団体の財務状況について】 

委員から応募団体の財務状況について説明があり、施設の運営には問題のない財

務状況であることが報告された。 

 

【審査結果】 

公益財団法人横浜市スポーツ協会   391点（その他特記加減点事項を含む） 

                  374点（その他特記加減点事項を除く） 

 

満点：468点（その他特記加減点事項を含む） 

最低基準点：257点  

（その他特記加減点事項を除く各委員の持ち点 107点×４人＝428点の６割） 



 

最低基準を満たしており、公益財団法人横浜市スポーツ協会を指定候補者として

選定し、磯子区長へ報告することを決定した。 

 

【委員講評】 

・これまでの運営実績も良好であり、バランスの良い提案だった。磯子区の特性も

よくとらえており、これまでの経験がいかされている。ヘルスプロモーション事

業は非常に有益で重要なプログラムだと思う。 

・地域への出張指導など、素晴らしい提案だった。地域支援をきちんと行っている

と感じた。応募団体が１団体のみであったことは残念だった。 

・実績もあり、しっかりした団体で安心して任せられる。一方で、小規模でも優良

な団体はあると思うが、このような団体が参入しにくい状況もあると思う。応募

団体は市内中小企業や福祉団体への発注も行っており、そういう面で還元されて

いるのであれば問題ないと思う。 

 

資    料 １ 委員会タイムスケジュール 

２ 応募団体からの提出書類（１団体分） 

３ 現指定管理者の運営実績に関する資料 

 


